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アフリり諸国のみなんず， 世界のれ開発国（！） 多

くが l次産品の輸出モノカノレチュア経済であるこ

と；ま， jーでに周知のとおりである。アフリカ大陸

の西部沿岸に位置するガーナも， ココアの輸出モ

ノ｝JJレチコア経l斉であって， いまや潤： I尽の総：＿I:1 

ア輸出量の 40%を占めて文字どおり世界最大のコ

コア生庄・輸出同とな Jfごいるじその輸出額lJ, 

1960年には7500万ポンド（約750億円〉を記録し，

同民総生産のw，；，を占めえ。そして， 1964年：lJ J 

現在，ココアの給｛乍付firi積は 422万2000エーカー

（約171万1000ヘクターノレ〕におよび，有業人口のお

上そ30（；｛）にあたる52万2000入の農民がココア球出

に従事していたのである。

そこで小稿tニおいては． 今 11enガーィー経済山I¥I 

心となっているココア農業が， どのようにして国

民経済の中に定着してきたのかをみようとする色

和｜ 見 一明百九
ゃ也

ので岩〉る。それは，二fーノレド・コーストの伝統的

な農村経済がココアという新たな商品作物をどの

土うi二受け止め， いかなる条件によってココア栽

J:{'rが拡大されていったのかを観察することにほか

／；＿らたL、。

なお小稿は，筆者がこれまでに発表した論文の

q，から，特lこ＇） ぎの：i編を選んで訂正，補筆した

ものであることを断わっておきたいυ

1. 「ガーナにおける慣習的土地制度の変容」

（「東洋学術研究』，東洋哲学研究所， 19何年日， un 
5ナ〕。

2. 「アフリブJ農業の近代化に関する試論i

（『アフリカ研究』，日本アフリカ学会，第6号， 1968

{:-4)-J）。

3. ［奴隷貿易と経済自立の接点」

。アジア経済』，第9＇－$第 5ザ）。

I 必c；事貿弘と伝統社会の変容

阿アフリカのゴールド・コースト（現在のガーナ）

をはじめ，コート・ジボアーノL-, ダホメー，ナイ

クエリアなどのギニア湾沿岸の地域がヨーロ、ッパ

諸国と最初の接触を持ったのは，おをらく 1,1～15

ilt紀ごろであったと考えられてL、る。その接触は

社会的，文化的， あるいは政治的な側面における

ものではなく，経済的関係におけるものであった。

そし’て， それはその後の経済発展に対して重大な

影響li:lj会え・ることになった。
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ご『＞j:i:JiJ:.'i土収；ぷと I：：.、i全対象と iG支i込ご

：り yfこ，，寸／I .I ）人、、 I~ (I与山ゴ＿，［..ド・ PーζIi(, j'三

J出｝j；ニ ft〆卜 ＇J，，、 Yラザス‘ { rリス、 j弓二

' ,, 、、 V '/  -,, 

民：i:Jtやj三など J，斡／111が！持i古frさjLよこ，1.l初、 そJL '.C 

支配LC ，，、／こものは強大心的；侠しり了i'長ぺ〉長七、 表〉

ソ， てに－＇；ン、 戸二 Jーケ、 および f J > 7 : ' る、寸土rit,I_体的Iiぷどであ F》たから， 三！ーロノパ各lkl

プルヴ人三とノト来航ιi三のは、 1ir~~ じ：le ／よど＂＂パ＇： ん‘ （，輸入される消費物資のほとんどはかれら山ii'j

物どン，＿，’ Jペジ）「lfi,1，／，と土公換 i:;:, ll~ ,; I 士号 jこ l~ 民生i,T;を慌た－J－；こ寸ぎ，なぜ＇ ｛，のであ＇） tこりその立

-_, v＇〕iJ:I l i'r'.Jてふ hJごと＇，； 11ごいられ：j勺ど】れ そし '4.:i二J;・ d、く， ,'} I) iJ(l){L~統H:会が全｛本としてそ

つ－ 1L. ド・コースト；：・，岸地むと （） fJ'J.；長ftUに のd'J'l1i:水準を急速に1',¥Tifヒしたとみることはでき

'J•,'f •/ ＇（＇，え i［‘それは 1xo,f1二に 1¥' l) f, ，~'i ニミ Jン 人ーいず ザ）冷込ふと人 L方、 L., つぎに述べるように，

!17..禄tn.＆の駐JI.：ど J九三＇fj・るとでに：’；－?J:とff .1 C ,I ) /[J.,:'11: YJ坊の拡大にと th－，てヨ一日ソベと♂〉校＼）；

!L, 士｛ハi没f, Iii～c,1,if-l日l:tu、そん‘；：ザしけら〉ゾI( .'i- 士ti/業（¥ZJ:-_ fij1 j「jるアブ！｝万人.／）出入が lLまれミユ

：と L、：i, ) I ,. L、み て山に.－， （二しく， J：乙ご！（）（） q. に・ >) L C, ヨ一日ソノミ涯の外挿：Mi，＼／，のiii場；tL、九

,J）ぷ主iニI;-,-_. ！、 ir な！ ! 1た奴涼むらか、 iミうじ どんどj1J；、大L.) アブリ力社会は主体としてモの11'1

〆Ji) :ttしミ；： J Ji jても L一一 γ出ii',j-'1':v'J Y 7 :; 1; '-') It ＋：本を大1!1h｛：.~ U・／.させてい， ，ととだえふことか

伝子dc(t'J : 二え.］ -一二、 Jr~ さ与！ff', ~- ljムえ ＼ 、C'.'i-るのとあるじ

ゴたことは平J弘にIHiWI主）.Lるυ ：（／，上

消費バタ←ンの変化 治交先行型経済 でマ・＇；奴？；主柱 i'＇｛主：yか；Jl；大←jるとと i,；ニラ 伝統的tc民業

〆主： 11～Lil1t:/：己l['1. '., 1・; I tじρ、J,,j！ど／（J..；在、；’丘、【／） ti: J与における店主の，t，守二IJ（け氏lごし， すでにjJJj子

江坊によっー， '1jll寺山r1l{〆7り々 、んンノノ r:, ［内百二作在LC，、たf十組の伝統的な工芸技術ぺ〉ゑJJ科i
-'l－ド・コース、，； I ｛工工lkti：会にしf二、.) さALに ι11) ！主主も L/ごいに（b立し亡し、った。 二れに対して，

) ・') i土ii'ifr1):/jb.'1:,':jli[ /~ Cふり υ 立'l.；主N1)1山本協fヒ［，こ ／）;j lて 3一日ツパ各！司み‘t，輪

,' 'il ';),{;;f.;c紅会、L . )jにJ.i',・:w:「）i人 人される日出l：はその数話；と滋mを増しつ／.）， f ブ
町二七-iiヒぶ多故、＇）人 1111f士官χ；;Itとし；＇r:'J/I', Iる二 l二 り！； 社会の消長水4f'ーを了Jiめてし、ソたのである。

v二工》ごt』lf'iv＇）ヅ；f1v1J1’＇（ '.!~ 1, , , ｛也｝jで：土,if,'i裂。；1111, 店主をはじめとする生産力全般の低［＇ ／；，＂、し後

盆！1r:,1N,111＇ト 内・ケハゴ‘あふいは首位／Ji:; ！仁と，11/j j丘とは対照的i二， 消費水準が正；i度化していった｛，；

片手句資をヨ－，・ p，、諸11,j/, ' 人的人l.／二 小心，当II与の了ブリカ山伝統的農業社会は消費先

ーハ刊当~＇ r ? I］りわ伝統的；＼民主比二三℃；EJ；ミ

業，，，生存：11:t r:t,¥ :.~ 1r1; i、Lヲ 1, ;Ju寺i二、1・,11トコ）＇ 7 1) 

u社会J二JコY、； 1--c；二 11'1引のにら，.{I: l. C ＇・、j二i’パ抗

(i,J ！勺結t物、 ti 1,・i¥ IJII Iパ ,hるレ（上限i主パどいに0,/Jtjf{(

1長i!: ,I一日 v''. '1＜；！山件極！？可111111山総人に上， C ~ ! :_ 

、；：衰退L い.，たのワあら η 二＇－ ＇＿「、代 j; I）に

ヨ一口ソ，；諸［11/，，（，輸入－iA,Jこ消費物ほi,' i＇つ）

り人，／）ii日t'lc，行、・1rjJ；二 11'.'.:J 人ィli, .' l ＇：、ヒ〉ト： 1仁J 》
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(flli'J＿の経済に作frしつ＇）あー$たと考えられるので

のゐり

2. 専業的商人の発生

奴；，1tや去の貿易がニfーノレド・コース j－（／）伝統札

ニミに Ij.え／二五大江インパクトの第三は， 多数のア

ブ I）わ人♂）l布人情をJ，みどしたli-にある。

、＇jil~f i/）丙アフリヵ？千l也におし、て， ヨ一口ヴパの

,trPえ）jはいまt.:'.1浜－上の主権をi≪ti>'t：ーするにはいた p
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ておん－f' そ心＇！ 1ヒゾ＇－rC ぺ，n;;;,;；，，う， :) rJ、i山口iト、ι1! _;::, Ct t, そjL ，，山f1t1民Mi人が干名入するヨ一口、'.I,;・

i邑 rl'~~芥なとも（＆： f決ノ－；， ＇＇｛， く司 ニiーロ，パ糸｝＂（ も）1iii ,1 > ’1~ 1ffi 11!f'iにけすら祐子要はい末どそれほど大きなもの

通商l留は軒）く；l)!Jiil!,_':-;jしごL、たり こJ》仁：， tr ・Jrtitr Cはなか，た。そこで，仲良il百人たす〉は伝統的Jiミ

Jいん， ~＇rll年 ）） ，.－ーンド・コ ベ Lj也｝jに-fiL、ζ'L 十「に；：－s，，、て：：r一口／パの作極1f1号，＼7-iに対する；F援金

i也：＇＞V二fi J; ,;', i; ':}J! J；長F,:fjわいと1，悦itに、 ( 7 I) 115再起し、 そのW,dtを拡大；るために，農家！｝）婦女

!J ＼，，＇〕Hi>&1,1, f「1Y百人ノ3巴、慢であふとされ亡句ヅこノハ f’l,__・"'t:J-11況と3代わりに fmi'll11を子itすと L、う }j訟を

てあ；J' 収ふlti"f~& 1）＇折、ノにす－ ,/J とともにその必•J.j-!'i j)'. ＇てさたのである。

tした，， ・i二1－：：；三，て； ，！二，I)でふるc 二ti）上ソ，'1lli 1J In 'tl'J:i月が， どAti王ど ti）規模ーと千i

し乙、し 〆ブ ＇） 'J人＿！）f-i ＼）；仲介前人；tう建立IIとし /c,:)/.l, ε山結果， 伝統Jl't村におけるヨー口ッパ
ーL発生：＿ ／こ I＇） ごはん一二 奴；tf1場ん、i十i立f;-" j J二、'i 'J~l illi ,'n', /' '1) 't/ii ',¥Qがどのt,U変t主でtrl；人ゐしたの／J＇につ

fl] l二JS'.・ C :t‘ I'd＜ヤた1± :~ t, ，＇；＇う、 ;jL :, ,_; I支配ド いぐ［土， i1とんどll)j心かi二i土されていないし Lか

にあ，：，t'Ht:.:-i直立jj店／，／で， ii',J;'.:j出｝J、山it1_:t内輪 L、 当 11~＇ 0＇）ゴ－ 1L-- ji・了1ーストにおいて， u也所
;'t_今日どにふ’二ド，－ti:-こい／二 ，！ ) －~－ふ／，＿ 作権び）＇渓ii在沖＇ I認められζいたかー》たことを｝すえる

とこんが、 !fl小山川版社会心ltH:1U:'IHl/l1しりiiifi ¥,: /J‘ と~－， {1i1f~ I犯人としてはこ1:1也；こJ止当ttを｝立，tして

ーjさぐ、 少数（l）強た／；： (f ±毛布IJIIj家的＆、ztゐ上う 輸入商i'n'，を売り｝慢すことはできず，上述の上うな

にたるとと ti二町収詰貿易｛｝そのmn1:乙：11)、大：EL、 同伝子との交換で三一 JJソ＇ミ !) > It官1¥1'1の！坂路を拡大
そj,tで；ソfべj、jI_ てきJニ A,':I;) i'i'<' I:.: U'.'~J() iこと 1－ること以外になか ＇,t二〈りである。

ノム；，川主（（） ！仁可 ~iJ i) f-11介it' I与と：（I＇）！；ー i1l1f「へとl皆、化 二川上うにして， f1!1l.'Uf!人たんはー）JCヨーい

してい－ 'iこりεふン） ' ，パ系！？千i人から買い人JL／ニ各種j{fir'n'：をアフリフ＇｝ cJ) 

そし：、 1;-IJ .，ヤ (I' (' l ,arli札！、） ,. 1 , nJ:'H肉 1ょ～；ft.i’i：会て、売りさばき， それらの耳石1¥71と交換に吃

Jど〉ところ1二l:it: f，奴隷f'{¥J;v＞ι1,1，足場1.,,_, irnえた けJi'{ I／；こ！i¥1＼伝子 （~ 奴；主として三I -i1ソパ諸IElhと

ゴー／しド・：～一－~ :-1¥1 ,il;v'J ，＇：.， γントィ］むかには、 ノ、どり；11,£Lてき，fこのであるc

'fo11u 1i1iiil，とーご，＇）川； .;t，士J-i!Hlt'.r らことを，v1111：こ J こtC Eでω叙ifふるん， Tールド・コ一次トにお

らサ＞ －，ラ ii点、（χ.，mliramは）と， !; ・AL 「JU、，＇I 7／ヌ；設 けるは；すわえ坊の jll, 大とともに存業［ゆえdt1~－；（ln"i人が

/-,:'.('.( ＇ごそイ［乞：］～？？吋パ系 ν）以誌t（討にJじザ）｝！主J ！日j丸Lう それがγ フリカ山 ｛ZJ先住会における il~ v-~’ 
二と士 •Ht：ど寸一；J ; ＼＇ム峡（へ kim；て， '! ,7 7校 / '. 1；、ーシを変容させるとともに， その消費木準を

(lふ.，－ahu）など，7〕｛1¥iJ"/I汚人が汗%止さh ぐνたり もi:':1めとさfこ二とが叫んん、となった。このような

こ－／）仁行 tこして‘ 〆ブ 1J:11 , ) f:/Vc的社去っけ，；＿. mfr水準の上山士、 伝統的なれ給自足農業におけ

げ ，11:tr't!1 ii: ,ii 1 ·mt~ 人んゐJl¥fは＇－＇ かれ「3山内主，，r,f!J る！f:i主力L叶科大企ごとも /Jわずに；i二hわれた点／，＇ () 

Jl/)l陀と；！む1n1.):M:J-:1-1 ti!' Jふ／：け、 /;-), l心心；i .!; C' それはゴールド・コーストジ〉民H経済全｛i'l

；主土、＇）引き与換えて搬入 I てくるト｝｝ソ p、製υ）各 it先行Jf;i),,1i',J/J，わせる役｝fl]5:'.果た寸も山であ〆 y／三

種消費物資山rli域l土佐たされにけL: J tr_ ,-, h ＜た とし、，;h!.UJ-,i L if/( らないのであるc

とう。 L！トらに， ＇~'!cit'{:物の荏'11\11 生！？王がほどんど行な 3. 土地所有制度

;j ,,j＞，てい1¥J、1¥il寺山ごt-'c ：：＇・ 1トスト山伝統ti: ：；，上主人i！のIL：倒i't-n;I＼分が， J;:k業を中心とする抗
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1次産業に置かれてきたアフリカ諸国において，

土地がきわめ iご重要な立ー味土持ちつづけ：？たこ

とは容易に埋A解すること /J＇，℃ぎる。そし） , rc;,g性と

は， 土地は遣い祖先から受け継いだ神聖な財産で、

あり，生存のために必婆な食糧をもたらしてくれ

ると考えんわていたこと金fiりましてい込O このよ

うな土地にけするほとんど示教的ともL、える愛着

や祖霊祭間の共通性は， アフリカ大陸，なかんず

く西アフ 1) -lj 件地におνご観察されて、、ろ特徴の

一つである。しかし， そのと主に伝統的江J:11hに

対するアブリカ人の宗教的認識もしだいに変化し

ていったのである。

従来，う ι九 7ール｜ご・ート ベトにおV、亡リシ／，i吋師

(fetish priest) i土，司法， iUムおよびjf政｝）全権

を掌握し，加えて祖霊祭聞の祭主としての威信を

も併せ持っていた。それがしだいに変容して，宗

教的なネ11主札［rl'の祭主として山機能だけノピil¥i'術師

の手中に伐 i_, s司法権をはLhとするぷ権力は首

長と長老会を中心とする首長制のもとへ移行した

のである」そして， そ：！： tでiま呪術師げ）もとに置

かれてu、た土地受託人（trustc児）としての管理機能

も首長制へ移管されたのである。

このようにゴー／レド・コーストの部族社会にお

いて， それと？は原始宗教の祭主たる1:t1,Wrf:1fiのも

とに置かれ口、た土地♂）管理権が首長信I］づ〉也し

て移行されたことは， きわめて重要な意味をもっ

といわなければならない。なぜなら， そのように

して行たわれ／ニ土地管埋憶の科転が， l:Jむに対す

る宗教的価位同からアブリ ）J人を解放するにめの

契機となったと考えられるからなのである。

すな才） ：♂〉『 ［＇.地管理権が II川村師の手！：邑九）／，1thて

首長制。） i, ;, , 、移行し三二とによって， 」つの首

長制のもとで管理される土地は，（1）首長が直接占

有している「直轄領Jともいうべき“Stoolland’： 

32 

(2）この首長制を構成するそれぞれの氏族（clan）ま

たは拡大家族の族長（h回 dmanof extended family) 

/J ;tr J型する“familyland＂，お上び（ 3）当該首長制の

すべての構成員が入会権を所有する“wasteland" 

または“unoccupiedland，，などの主つの形態に分

｛じさ』したのである（／12)0 

亡して，こめう t)（／） “Stool land”に関しζは，

それの売却や賃貸を行なうにあたって首長は， 当

技ms肪；の長老に承需を求めなけれtまならず， 佐｝さ
はあくまでも i単ふる管理者iにすぎなヤのであ

るから，かれはその叫Stoolland・ 、を私有財産であ

るかのように自由に処分することはできなかった

れで1ふる。

かりに， 首長tこ仁 1て“St＜川iland”の一部が

信去llまたは賃貸などの方法によって処分されたば

あい， その結果取得された収入はその首長の勢力

!<: W[,1：するための祭事などの支出にあてなりれば

ならふいとされてL、るのである。

しかし， ヨーロッパ系の鉱山会社が本格的な金

のは明を開始する 1870～80年Eでは，ゴール！？．

コーストにおける土地に対する需要はほとんどみ

られなかった。そして， 1人のフランス人の金協掘

業者がゴールド・コ｝スト西部のタノレクワ（Tarkwa)

において採金7,f,動／；：[}fj始した日77年以降，首j乏市lj

にl,とづく土地所有制j度は大きな転換期｝こI土いっ

たのである。当時，一部の首長たちのあいだには，

ヨー口ッパ系採鉱業者に「採掘権」（miningcon・ 

ccs,irn，）を譲波することに根強し、反対があったが，

多くの首長は！採掘権jの譲渡によって得られる

財政収入の増加に魅力を感じていたといわれてい

,:;, " 

)j，当時（／） コ』ルド・コーストではイギリス

植民地政府は沿岸の一部地域に対してのみ主権を

行使しうるにすぎない状態にあったため， ヨーロ
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ッパ系のt：＋：鉱業者が首長かレ， r採掘権j，！）譲渡を

受けることは， 土地に対するヨーロッパ勢力の主

権を拡張するものであるとの考えから， これをお

おいに歓迎Lていたのでふる n

この結果、 lc-¥80年頃カ.r》fi"長たちは広範に「採

掘権」の譲渡をはじめたのであるが， 土地面積や

境界線なぞのi査や登記は行なわれてい戸よかった

ので，譲，I主をめぐってた .~, tc、出乱が生じた！そこ

で，植民地政府は1894年に「律令」（＜lrdinance）を

布告して米利用の土地と鉱業権に対する主権の確

立を図ったたみ 1＼長たちの）之i、I；こよって！戊J7Jしなか

った。

この失敗にもかかわらず， イギリス植民地政府

はゴールド・コーストにおける土地所有権の獲得

に執着しとえ＂， 「原住民権fl］（｛：護協会J!Thじ心old

Coast Al川 l日inc,'Rights I》！円tectionSocil'ly Iパどに

よる組織的な反対があったにもかかわらずーっの

「採掘松！（げ平方マイ，，J.:J,J：の土地にはねよば

ないとU、－Jifr[借権法j(Tl1reConcessionト（lrdinance) 

を1900年に制定した。

この法律にもとづいて， ゴールド・コーストの

南部沿岸地かでは 1901年カ‘りJ911年までのi（）年間

に総面干古川り一平方マイノしの土地についての採鉱権

が譲渡され，さらに中部のアシャンティ地方では，

1897年から1911年までのあいだに合計40討.5平方

マイルの士lト）採鉱権／；＇ 11可じ子譲控さjl ／二J）であ

る。

一方， 19世紀後半のゴールド・コースト南部各

地におνて仕‘首長の多〈の者は，そ：＇）よろな土

地への需要にけして土地合売り渡したL、三ィf，望し

たのであったが， それはかれらのかかえている多

額の負債を返却する必要に迫られてし、たからであ

った。

では，そめような首長の負fitは， どのような事

怖に上って発生したのであろうか。

その第1の原因は，植民地政府によって実施さ

れた租税政策にあると考えられる。すなわち，

J 1'150年頃のゴールド・コースト椋民地政府の財政

収入の規槙はよ？わめて小さく， そのため道路，

校，病院などの建設はもちろん，裁判所などの司

法機問の整備・拡充も思うにまかせない状態、であ

ぺ／こじそこで‘ JH 

税」を徴収することが 1852年に布告されたのであ

る。この人頭税は，首長の管狸のもとで徴収員を

.i'ili /II して徴税3れ， 各首長は， f＼~収の中から手当

を支給される仕組になっていた。 このようた政策

はそれ自体， 植民地政府の財政収入の拡大をもた

らすものであったし，各首長を政府の傭員とする

ことによって， いわゆる間接統治を実施すら意味

を持，＇，）ものであった。しかし，当時，原住民の大

部分はいまだ商品作物の本格的な生産を行なって

はじ九ず， そのため農民の担脱力はきわめて低い

ものてるあったと忠われる。そこで， 人頭税の相当

部分は首長や長老， あるいは各焼長などの負担に

よって支払われ， そのため首長たちは多額の負債

をかがえることになったのであるハ

'.:(; ＇）には， 土地採掘権の譲渡に関して発生しつ

つあった訴訟のための費用を挙げることができる

（注幻。 さきに指摘したように，ヨーロッパ系採鉱

業lft二対する i：地採払！＼権：の譲渡は， 当該土地の面

ti＇！や境界などル不明確であったため多くの混乱を

生むことになったのであるが， それはアフリカ人

台長Hl互の占有村t：の主張をめぐる訴訟事件を多発

主せる原因と 1( ！たっ この種の訴訴に関して位長

が負担した費用は， ときには数千ポンドにも達す

るものもあったし，解決するまでに数十年を要し

たれ山もあっfこととも指摘されている。 この主う

な訴訟事件によ J，て首長が多額の負債を持つよ勺

33 
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は対照的に高度化されるといういわゆる消費先行

刑経済へと進んでいった。

になったことは事実である。

19（均年t二；W]定された｝粗借権法JC:1 •I i. t、上述

, ）いで， 19世紀前半に奴隷貿易が実質的にも￥fl

ヨーロ、ソパ系の採金業者の進出

アフリカ人首長のあいだには採鉱地

した首Jl:／こっの負債を解消寸るーっ（／）j丘三：IHIくも

滅寸るとともに，そして、のであったと考えることができょう。

がはじまり，首長がその“ Stoolland” の租借権法によれば，

をl，表渡するものがしだいに土台えていった。しかし‘

土地の面積や境界についての強記慣習がなか q た

ため首長のあいだでは土地をめぐる訴訟（紛争）が

の租借仏、公表渡するは／，， ,, • Jをけ取る二＇：： ））できる

租併料はっきのように決められていた。

すふわち‘ その七地が採鉱地としてま袋1獲される

負そのための費用は巨額なものとなり，続発し，頭金は＇ Iι jJ,, { Iレ当た什 11)0ポン iごばあいにJ士、

しだし、に勢他方，fi'iti：招く lこし、fこ／タたのである〉そ ＇）iをh年支払わJl 仁、地代は平）j，＇イ／レ当たで，

カを拡大しつつあったイギリスの植民地政府は人ヒ地が農地とこれに対し，り25ポンドであったの

原住民の担税カは目立税などの悦制を櫨行したが，頭金は50ボンド、地して1譲itされるばあいには，

そのため徴税機構の末端にあった各！＇'flぷ士!Elくち代l土25.ic> Iとされt:j)ウ！ふる。

それが首長の負債をも納filを代行せくjる5：えず，

たらしたのであるの

ての租借作；J;i工11i1l渡されど， HI日1/11積の,;--T :・ 
、ー）一、

採鉱地につL、てはら平方マイル，農地にi二~R を，

W/!Jilずる首長の負債を解消し，同時に

4：千1］用地のf丹月~h どを罰的として植民地政府は

1900年に租借権訟を制定したのである。

、，，T主
二~ に，

した

＇：心、の規模で H出i譲渡が

採鉱地の譲渡によっ ζ首長

〆）＼，、ては20平方マイノレ恒常I］限したのである

,!' :Jに限度Lカミって、

行なl）れるとすれlf, 

その手且これにより土地の所有権は別としても，
が受け取ることのできる預金は 500ボンドにすぎ

.~＼地の租借株譲；l(f ；二よって1'1kHIO（約ポないが、

ο／ 

｛背中長はこれをμ実被することが公式に認められたの

( /t 1 ) Peter C岨 Garlick，“TheDevelopment of 

Kwahu Business Enterprise in Ghan且since1874一，＇’

Journal of , lf1 i《d河 Hist川、1ヘ ¥'ol. vm, ＼マ引 :l 

I %7), pp. ,!fj＇）～，ii)!,, 

(/t 2〕 ゴーノL卜事・コーストの伝統的公土地所有形

JI~ 1 1，必ずしもこの上うにl珂維にご〆）の形態に分ける

: hはで汗 ti:いが‘ここでは、ヤムしてつぎの報告持

； むとづい F分防iJることにし1, Report uρOil //,<' 

( ・ustoms Rdat川月i to the T，ソI/tr｛’ofLand川 Jth,・ 

Gold Coast (London, 1895). 

（注3) Report on the Legislation Governing 

／／，＇’ Alienation of Nati・ve Land.リ ・11the Gold Coast 

Colony and Ashanti (London, 1912), p. 10. Lord 

I i日iley,.iln /ljrirn河 Sun史V { 1957), p. 793. 

（注4〕 D. Kimble, A Political History 

Ghana 1850-1928 (London, 1963), pp. 355～357. 

ーアふる。
ンドも Ji;ij'ihを受け取るご止ができ；rてc'Jである。

農地が20平方マイルという限

度い／】ぱいの規模で譲渡されるとし、う条件が士地

この事情からみて，

むしろ

そのよ l什iソ也の租借円「京波のほう仁子川、っそ

う積極的な態度をとることになったと脅えること

ができろのヤある。

これ三で ，；＇） やや長きにわたった叙述合中堅王翠し

首長たτ、i!, の需要／t{lllj；こあるとすj1.; I守

つぎのようにいうことかできる。て，

ゴールド・コーストにおいては 14～15世紀頃か

それが本格化するら奴隷で7~0 ') ・ i土じめられた刀也，

奴隷J）輸出とヨーロノノ、製商品のiこともに.，一亡、

伝

統農村では消費水準が農業の生産力水準の停滞と

34 
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II ココア農業の移入とその拡大

コールド・コーストにおけるココア栽tiIがいつ

頃から開始されたのかについては， 必ずしも明ら

山でt土なν，， 知られてL、ることは打都アヶラの北

方およそ40キロに位置するアクワピン丘陵地域

(Akwapim Ridge）のマンボン（Mampong）におし、

1879年t~- はすでにココアの/i'i十＼栽培Jう同行なわ

れていたという事実である。

I_ hし， lH70 年代：こ二の地方ヘごf コア北市）／•移

入される以前， オイル・パームやゴムなどの商品

作物ポすでに生産され亡いたのである。 スて ・- ¥.' 

lH'..'0年頃に：t＇ト規模ム i7）‘らパーム・オイルの輸出

が行なわれたことが記録されている。

この事実i; 、遠く H～ 15世紀町二始め η；／l fこ奴

隷貿易によって， この地方の農村経済が消賀J先行

j汁lfi向を強めていたこ土， そ山結果， EJtil紀初

ガーナ南部のアケワピンおよびアキム地方略図

．、7
アサマンケ円

一一一一一;ti hλ 
ー叶刊日→到、 J「i
0 5 10 

サユ． 

l ili1；庁） Polly Hill, The J'vligra11t Cocoa-Far/1/ers 

of Southern Ghana: ,4 Study in Ru，・alCapi 
!alism (London, 196:,), p. xvi. 

日頁から中頃にか付て奴隷貿易鹿止への動きが起こ

るのと強行して， オイル・パームやゴムなどの輸

！日向け1:Hi'，／，作物への生産転換がなされたことを示

してし、る。

つまり， この地jjにおいては奴隷貿易廃止の気

濯が高ま iJ,1807年にイギリス政府によってその

廃止令が制定されるにおよび， それまでのあいだ

准持してきた生？，f,;fく準を下げないために， 奴隷貿

品に代わるべき有利な商品作物が探し求められて

L、たのである。そのような社会通済環境のもとで，

以下に述べるような植民地政府による栽培奨励

策， あるいはパーム・オイル輸出価格の大幅な下

Ctl )f；どの事態に直面した農民たちが， ココア

とし、う新たな商品作物を栽培することになってい

yたのである。

植民地政府の挺励策

ココア~J/J吾をゴールド・コースト， ながんずく

fクワヒン丘陵地域の伝統的農村iこ定者させるこ

とに大きな貢献をしたのは，

ス人総仔である。

つぎの2人のイギリ

その 1人は， 1886年から1895年までのあいだゴ

、戸ルド・コースト総替の任にあったゲリフィス

(Sir W. B. Griffith）である。かれは， ゴ、ーノレド・

コーストに着任する以前， 1880年から1886年まで

じ）あいj：ナイジエリアの副総督を歴任したが， 守・-、一
の在任中， かれは西アフリカのイギリス領植民地

i二新たな向品作物の栽培を奨励することに努力

し， 1882年にはナイジエリアの首都ラゴスにココ

ヴア竺二ラな立を移入した。その後

同86年にかれはゴ←／レド・コースト総腎に就任す

コ」 l三一，γ， 

るやいなや， ただちに南米のトリニダードからコ

lアを移入し， その種子を持ってアクワピン地方

の大首長を訪ねてココア栽培の拡大に協力するよ

う要請したのである。 さらに，カ寸もt土アクワピシ

3ラ
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Ⅲ　ココア農民の金融的従属
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かれら民民たちは遠く奴隷貿易時代に到達する

ことができた商い消費水準を維持するために， コ

コアという商品作物を栽培するのが最も有利であ

ると考え／このであった。 なぜココア栽J-,'iv'l；王うが

i也の商目1（）！向山生産よ町も右手リであった（！）かとい

うことについては，第1にさきにも指摘したよう

に， 1900年を境としてそれまで生産していたパー

ム・オイルの輸出価格が大中11）に低下したこと、第2

1こはパーム・すイルの特命iι；t農村段渚 C'j初出し

なければならないのに対し， ココア豆はいわゆる

1次加工；りた／1fこほとん~，生倫投資を「おことが

必要でなくう 傾雑な加工をfj"なわずにiふ＇i¥ -4るこ

とができたという事情があったためであると脅え

られる。

さらにliH,1G:要なことは， ココア豆；t/iくがら

国際的な投出しYJ対象商M1とされ， ヨ－ 10ぃ、系の

貿易商社が競ってココア豆の賀付けを行な吋てい

fこという あるc しかも． それらヨ一口、ソノミ

系の大手｛η官弘商社l土， きj，〆へて多数（／） Ctゴア仲

買人を雇ってココア豆の民付けにあたらせると同

時に，他の向業商社とのココア貿付け競争に勝つ

ため生産目r'~LI!:に各種のれやj江条件を提供してい

たのである η

その一つは，ココア豆の青田買いであった。周

知のように， ココア豆の収穫期は普通年2屈であ

るが，コール卜・コーえ川二才Jいては 11）～i：ょ月頃

までが主収楼)VJになっ口、る そのため， T コア

農家では収穫期には多額の現金収入を得ることが

できるが‘端時期の7～10月頃までは農業収入を

期待すること Jトむずかしぺ、のが普通なLつである。

しかも，農民のあいだには操業収入の途絶する端

境期に備えて貯蓄するなどという思想、や慣習はほ

とんどts_/J＇んど。

このよう ：~（＇.＇；家経済川事情があったためラ ココ
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T｛中畏商人』こ上るココア豆の青田買いはきわめて

急速に普及し一般化していったのである。そして，

この背田売買の普及により， ココア農民は比較的

'!,; 11'1入ニ現金を取得して， かれのm食欲を満足する
ことができたい ー方ココア仲良人は他の同業者

を排除して，特定の農民とのあいだにココア

付けのルートを確保することができたのである

このようにして民民は比較的存易に現金収入全

従／，；：， －.：：.とができたのであるが， その青田売りの普

及は， 同時にココア農民が仲貿人に対して金融的

な従属をしだし、に強めることをι志味していたの
よ bーマに〆ゾ〉〆，，，0 

なぜなら， ココア豆の収穫量は自然条件や病虫

よってきわめて大きく変動するものであり，

そ山ため，青［II売りの時点におヤて予想した上り

もノ／;rf11,,;iこ収量が減少Lたとすれば宅農民はf1l1買人

に対して負債したことになり， その負債を返済す

るために再度にわた円てかれはココアの青田浮きり

全行心わなけれは、trらないのであゐっさらにまた、

ココア豆の国際価格はきわめて激しい変動の歴史

をたどってきたのであり，価格変動の予測能力を

JW／こf山、一般のココア農民は f1j1TJ:人への青田’むけ

に際して，非常に不刊な立場に置かれてきたと吟

えられる。

ココア立の青田先貿とし、う慣行は，農民の一時

的な欲望を満たすことはできた。 Lがし， そのよ

うにしてココアr,i＜！）吉田売買の慣行方2一般化 jる

にともな，，，多くのココア栽培農民は少なからぬ

負債をかかえて仲買商人や高利貸商人などに対す

る余融的従属の度ftをしだいに強めていったので

ある。

1938年に発表された『ノウェル報告」は，上述

のようなココア農民の金融的従属を改善するため

にヲ vコア豆の流通機構からfit：只商人などを釧i託：
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ココア農民の負債 (Ll) （単位：シリング）
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節5表して国家による独占的な貿付機関を設置すべきで

あることを「ギリス政府：11/.,; iこ提案した山であっ
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はあったが， 1947年には「ココア・マーヶ、ソチ f

ング・ボード」（（；01dCoast Cocoa Marketing Board) 

た。そ川it:.

ロコア丘¥l)

!l) 

J
一
入

るライ！・ > ス全持つ

業者だけが I 寸アの｛中民主がうを行なうにう Lなっ

fこ。

J：ードの｝巨が設置..:: ！し

｛持

｝ても，

ココア良Jモし＇）多くは依然として仲買向人て＇ 1：＼利貸

商人に対する金融的な従属関係に置かれていたの

である。

しかし たがら， 1950年代；；後半iこU、f二

つぎの第，！ J5 i；び第5チごみ、心ι明ら
っコア農民;1，・.新たに｛者入余2：壬ける

すな＊）七、

かなように、

ココア農民の負債の原悶 （単位 シリング）
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教育
冠婚葬
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する青田売りによるものが全体の60%強を占めて

ゐのである

農民がどのような理由に上って借入金を

第4表に示されて

少なくとも借入金の 50%以上は住宅
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‘均，

必要としているのかをみれば，

し、るように，

ばあいの借入先はその 50%以上がココアの仲買人

や高利貸商人であり，

' .！ア農民のわ11'1'.!, 
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ココア 1z•：を担保としかも，

グ）（単｛立：：， II、第4表
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第7表月別ココア販Jじ先（農’ぷ i戸当たリ平均、
（単位－袋一約27kg)
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（出所）完；li表と［，，］じ0 
u主） ホかっこ内i土パーセ／テ・－,/ 0 
建設や円引率の購入などのような非生年的な支出

へ充当されているのである。

二のにうに考えてくil :f，少／（くとも 1950年代

中頃までのゴールド・コーストでは， 速く奴隷質

見ll寺代lこ生み出さhたm費先行型の経iii川温存さ
れてきたということができる。

結 ,./, 

"Y.' 

fフI) !J大陸， tiかんずく凶在日のギ二f湾i'(i岸

地方を舞台にして行なわれた奴隷貿易につし、てラ

大多数の人びとは， それと一つの悪夢であったと

して忘れ去ろうとしてνるようであるし

しかし， 今日のガーナにおいても奴隷貿易時代

山亡霊じ『 消費光行型経済とし、う形で生ラ残ぺて

いる。

rn10年代のコールド・ Iース人のア ＇7 17ピLi也
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l戒へi土じめて移入されたココア農業は，農民たち

の飽くなき生産意欲に支えられて， きわめて短期

間のう九に急速に拡大してし、.' tこ。それは，ボリ

ー・ヒノレの言葉を借りるなら「当時のアクワピン

農民は資本主義的経営者」であッたのである。彼

女によって明らかにされたように， アクワピン農

民た九は速くア￥ム地方lこまで進出してココア栽

惜のための土地を翼い求め， ココアの増産を行な

ってきた。

しカ‘L，かれらがそのような行動をとったのは，

奴隷貿易時代に到達した比較的高い消費水準を維

持するのに必要な現金所得をうるためであったと

すれば， それをもって資本家的な経営態度の現わ

れであるとするのは批判されなければならないで

あろう。

アク r7ピン農民は， ココア栽I音を拡大するため

に土地への投資を行なったし， その結果，ゴール

ド・コーストωココア産出量は急速に増加したの

は事実である。しかし， かれらの行動はあくまで

も消費先行型経済の枠組の中において行なわれた

ものであったため，非生産的な消費支出が拡大し，

それがココアの青田売りを生み，仲貿人や高利貸

尚人に.itする金融的従属の度合をしだいに強めて

いったのである。さらに，かれらがココアの育問

五買によフて仲良人や高利貸商人たちと結びつい

ていたことによって， ココアの販売ルートについ

ても農民たちは上記の商人たちに強く従属してき

たといえる（第7表参照〕

したがって，少なくとも 20世紀初煩から第2次

大戦直前にいたるまでのあいだに， ゴー／レド・コ

ーストのココア農業が急速に拡大したのは， ココ

f農民が仲買商人や高利貸商人などに対してその

主体性を喪失し金融的従属の度合を強めていたた

めであ J ' えとすることができる。 （，，問主研究ぶ）
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